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第１章 まちの将来像 

 

私たちのまちは、県都である岐阜市と県内２位の人口擁する大垣市の間に位置し、国道、

鉄道駅など交通の要衝として、利便性の高い住環境を備えており、市内には１８本の一級河川

が流れ、緑豊かな自然環境と古くからの歴史や文化資源を有する住みやすいまちとして発展し

てきました。平成１５年、旧穂積町と旧巣南町の合併により「瑞穂市」が誕生し、その後策定

された「瑞穂市第１次総合計画」では、「市民参加・協働のまちづくり ～市民と行政が一体

となったまちづくりをめざします～」を将来像に掲げ、目指すまちづくりの実現に向けた６つ

方針に基づきまちづくりを進めてきました。 

第１次総合計画の策定から１０年が経過するなか、まちを取り巻く環境は大きく変化して

おり、人口減少・少子高齢化、社会経済のグローバル化、東日本大震災を契機とした防災やエ

ネルギー問題への意識の高まり、ライフスタイルや価値観の変化による市民ニーズの多様化な

ど、かつて経験したことのない時代を迎え、人々は漠然とした不安を抱えており、こうした傾

向の広がりは、将来の市政全般にとって大きな影響を及ぼすものと考えられます。 

このような状況において、市民一人ひとりがこのまちで「生まれ」・「育ち」・「暮らし」、誰

もが明るい未来を描くことができる環境を整えていくためには、自分たちのまちとして「瑞穂

を愛し」・「瑞穂を誇りに思い」・「瑞穂を育てる」風土を一層高めていくことが重要になります。 

明るい未来を描くことができる環境とは、まちの「強み」を伸ばしながら、「選択と集中」

により、これからの時代にあったまちの姿を創造し、未来への目標を市民と行政が共有しなが

ら、着実にその歩みを進めていくことだと考えます。 

ここに、瑞穂市が目指す将来像として「誰もが未来を描くことができるまち 瑞穂」を掲

げ、子どもや若い世代、地域や産業を育成する「育」、生活の基本となる良好な住環境を維持

する「住」、誰もが安全で安心な暮らしを守っていく「安」、まちの資源や人を活かす「活」の

４つの基本視点にたった魅力あるまちづくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

誰もが未来を描くことができるまち 瑞穂 

育 
≪子ども・地域・産業を育む≫ 

住 
≪良好な住環境を維持する≫ 

活 
≪まちの資源や人を活かす≫ 

安 
≪安全・安心な暮らしを守る≫ 
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